
 

専門科目（午前）       27 大修 
  技 術 経 営       時間 9：30～11：30 
 
 
 
注 意 事 項 
 
 1．受験者は【一般問題】【数学問題】の 2 つの問題群から 1 つだけ選択し解答せよ． 
 2．【一般問題】は第 2～第 3 ページに，【数学問題】は第 4～第 6 ページにある． 

3．問題群毎に，解答上の注意事項が与えられているので，よく読んで解答せよ． 
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【一般問題】 
注意事項 
1. 問題 1，問題 2 のすべてに解答すること． 
2. 解答は問題 1(1)(2)(3)，問題 2(1)，問題 2(2)のそれぞれについて別々の解答用紙に記入すること． 

解答用紙は全部で 3 枚になる． 
3. 各解答用紙の指定箇所に必ず受験番号を記入すること． 
 
 
問題 1．（配点 20） 次の(1), (2), (3) の全てに答えなさい． 
 
(1) ３進法では，数を表すための記号として 0, 1, 2 のみ用い，10 進法の 0, 1, 2, 3, 4, 5, 

6, … は３進法では 0, 1, 2, 10, 11, 12, 20, ... と表される．よって，３進法での一桁の数の

足し算は 
・繰り上がりのない足し算： 0+0 = 0,  0+1 = 1+0 = 1,  0+2 = 1+1 = 2+0 = 2 
・繰り上がりのある足し算：  1+2 = 2+1 = 10,  2+2 = 11  

となる．では，次の計算が３進法における正しい足し算になるためには，ア, イ, ウ にはそ

れぞれ 0, 1, 2 の何が入るか，例を参考に答えなさい．ただし，異なるカタカナ文字には異

なる数字が入り，最上位の数字が 0 となる可能性もある． 
 

   
 
 
(2) 数を表すための記号が 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, A, B, C である 13 進法を考える．

次の計算が 13 進法の正しい足し算になるためには，ア, イ, ウ には 0～C の何が入るか

答えなさい．ただし，異なるカタカナ文字には異なる数字が入る． 
 

    
 

 
(3) 5つの歯車G1～G5が右図のように

組み合っている．歯車の歯の数は，それぞ

れ 10, 24, 32, 12, 16 であり，G3 と G4 は

共通の軸を持ち同時に回転する．G1 を１

周させたとき，G5 は何周回転するか答え

なさい． 
 

(例)  
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問題 2．（配点 80） 次の(1), (2)の全てに答えなさい． 
 
(1)下記の主張に対する論拠について，論理の脆弱性を複数箇所において指摘し，なぜ脆弱

だと言えるのか説明しなさい．（800 字程度） 
 
主張：若手科学者は専門分野に特化した研究活動に専念すべきである． 
論拠：科学の高度化，専門化はますます加速しており，それぞれの分野において先端的な

研究が世界中で日々行われ，新たな知識が創り出されている．若手科学者が複数の分野に

関係する研究を行ったり，研究以外の活動を行ったりすれば，世界の研究の潮流から遅れ

ていってしまう．そうなれば，若手科学者への国家による投資は無駄になる．なぜなら，

若手ほど斬新な研究を行う可能性が高いからである． 
 
 
(2)科学者による研究が社会と結びつくための条件と有効な活動について論じなさい．ここ

で「論じる」とは，概念定義と根拠を示しながら自らの論理を展開し結論を導くこととす

る．（800 字程度） 
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【数学問題】
注意事項
1. 問題 1, 問題 2, 問題 3 の全てに解答すること.

2. 解答は問題毎に別々の解答用紙に記入すること.

3. 解答用紙の裏面を使用しても構わない.

4. 各解答用紙の指定箇所に必ず受験番号を記入すること.

以下，Nを正の整数の集合，Rmをm（∈ N）次元ユークリッド空間とする．

問題 1. (配点 30) 以下の問い (1)–(2)に答えよ．

(1) 実数列 {an}∞n=1, {bn}∞n=1, {cn}∞n=1, {dn}∞n=1が an, bn, cn, dn > 0, n ∈ N, かつ

lim
n→∞

bn
an

= lim
n→∞

dn
cn

= 1

を満たすとする．このとき，次を示せ．

lim
n→∞

bn + dn
an + cn

= lim
n→∞

bndn
ancn

= 1.

(2) 関数 f : (0,∞) → Rは，任意の 0 < x1 < x2 < x3に対して

f(x1)(
√
x3 −

√
x2) + f(x2)(

√
x1 −

√
x3) + f(x3)(

√
x2 −

√
x1) ≥ 0

を満たすとする．

(a) 任意の 0 < x1 < x2 < x3に対して，

f(x2) ≤ f(x1) +

√
x2 −

√
x1√

x3 −
√
x1

(f(x3)− f(x1)) = f(x3) +

√
x3 −

√
x2√

x3 −
√
x1

(f(x1)− f(x3))

が成り立つことを示せ．
(b) 任意の x ∈ (0,∞)に対して，0 < x − αなる α ∈ (0,∞)をとる．このと
き，あるCx ∈ (0,∞)が存在して，x− α < y < x+ αならば

f(y)− f(x) ≤ Cx|
√
y −

√
x|

が成り立つことを示せ．
(c) f は (0,∞)上連続であることを証明せよ．
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問題 2. (配点 30) 以下の問い (1)–(3)に答えよ．

(1) 任意の u1, u2, u3 ∈ Rに対して，行列A =

u1

u2

u3

(u1 u2 u3

)
の固有値を全て

求めよ．

(2) 実数 tを変数とする高々2次多項式全体のなす 3次元実ベクトル空間を V とす
る．f ∈ V に

∫ ∞

0

f(t− s)e−λs ds, t ∈ R, を対応させる写像をF とする．ここ
で λは正の実数である．このとき，F は V から V への線形変換であることを
示し，基底 {1, t, t2}に関する F の表現行列を求めよ．

(3) n行 n列の実対称行列 Aは A2 = 2Aを満たすとする．ここで n ∈ N．この
とき，

Rn = {x ∈ Rn : Ax = 2x}+ {x ∈ Rn : Ax = 0}
が成り立つことを証明せよ．ただし，上の等式における和はベクトル空間の
直和を表すものとする．
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問題 3. (配点 40) (Ω,F ,P)を確率空間とし，以下に現れる確率変数はすべてこの
確率空間上のものとする．表と裏の出る確率が同じコインを用いてコイン投げを
し，r回目に初めて表が出たとき 2r円もらえるゲームを繰り返し行うとする．た
だし各コイン投げは独立になされるものとする．すなわち，k回目のゲームにおけ
る受け取り額を確率変数Xkで表すとき，r回目のコイン投げで初めて表が出たな
らばXk = 2rであり，{Xk}∞k=1は独立確率変数列である．今，各 k, n ∈ N, n ≥ 2,
に対し,

Uk,n = Xk1{Xk≤n log2 n}, Vk,n = Xk1{Xk>n log2 n},

µn = E[Uk,n], σ2
n = V[Uk,n],

rn = max{r ∈ N : 2r ≤ n log2 n}

とおく．ここで，確率変数 Y に対し，E[Y ], V[Y ]はそれぞれ Y の期待値，分散を
表す．このとき，以下の問いに答えよ．

(1) 各 n ∈ N, n ≥ 2, に対し，µn, σ
2
nを rnで表せ．

(2) 各 n ∈ N, n ≥ 2, に対し，不等式

P

(
n∑

k=1

Vk,n ̸= 0

)
≤ nP(X1 > n log2 n) ≤

2

log2 n

が成り立つことを証明せよ．

(3) 一般に，V[Y ] < ∞なる確率変数 Y と正の実数 λに対して，

P(|Y − E[Y ]| > λ) ≤ V[Y ]

λ2

が成り立つことを証明せよ．

(4) 任意の正の実数 εに対して，

lim
n→∞

P
(∣∣∣∣∑n

k=1 Uk,n

nE[Uk,n]
− 1

∣∣∣∣ > ε

)
= 0

が成り立つことを証明せよ．ただし，十分大きな n ∈ Nに対し

log2 n < rn ≤ log2 n+ log2 log2 n

であることを用いてよい．

(5) 任意の正の実数 εに対して，

lim
n→∞

P
(∣∣∣∣∑n

k=1Xk

nrn
− 1

∣∣∣∣ > ε

)
= 0

が成り立つことを証明せよ．
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